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要         旨 

本研究は、帰国生教育が「活用期」というべき新たな局面を迎えた現状に鑑み、

帰国中学生および高校生が、異文化体験を通してどのような特性を得たのか、ま

た、その特性を活用することについてどのような意識を持っているのかを実証的に

検討した。第１章から第３章までは日本人海外駐在員を取り巻く環境の変化、文化

移動をする子どもたちの海外での教育、地域や年代による変化、帰国した子どもた

ちの日本の学校文化への受入など歴史的な動向を詳説した。第４章から第５章では

帰国生教育研究を概観し、分析枠組としてコミュニティ心理学、発達心理学関する

理論について述べた。第６章では帰国生が異文化体験を通して得たと認識する特性

およびそれらの特性を活用することについての帰国生の意識を、帰国生自身への質

問紙調査に基づき実証的に検討した。その結果、帰国中学生に対する質問紙調査に

より、帰国後の在籍クラスに対する意識として「友達との関係」「日本語運用能力」

「楽しさ・居心地のよさ」「積極的な参加」「自由な自己表現」「在外経験の肯定的活

用」「先生・友達からの是認」の７因子を抽出した。このうち「在外経験の肯定的活

用」はいずれの受入れ形態においても得点が低く、他のクラス意識との関連も低い

ことから、帰国中学生はクラスで在外経験を活かすことに大きな関心がないことが

示唆された。第７章では帰国高校生を対象に、彼らが異文化体験を通して得たと認

識する特性を検討した結果、「国際人としての態度」「外国語力」「対人関係力」「国

際的知識・経験」「自己表現力」「日本人としての自覚」の６因子を見出した。さら

に、これらの特性因子に対し特に帰国後の在籍高校や家庭によるサポートの度合い

が、強く影響することを示した。第８章では、帰国高校生が異文化経験を通して得

た特性を活用することに対して「キャリア・社会貢献型」「学校貢献型」「融合型」

「不活用型」「特権利用型」の５因子の意識構造が抽出された。また、帰国生受入れ

目的校の在籍者のほうが高い活用意識をもつこと等を明らかにした。第９章では、

帰国高校生の将来のキャリアに対する意識として「国際キャリア志向」「国内キャリ

ア志向」「国内外不問」の３因子構造が示され、「キャリア・社会貢献型」の活用意

識をもつ者は、国際・国内にかかわらず高いキャリア志向を持つこと等が明らかに

された。第10章では本研究で得られた知見を整理し、中学段階よりも高校段階の帰

国生の方が異文化体験を活かしやすい状況にあること、帰国生を家庭や在籍校を含

むコミュニティ全体でサポートすることで帰国生の特性に対する認識や活用意識が

高められることなどについて、理論に基づいて総合的な考察を行った。本研究の意

義は帰国生の異文化体験を活用が日本の学校教育および社会全体を「多文化共生」

へと変革する可能性を含んでいることを再認識したことであり、外国人児童生徒の

教育に発展的につながる意義のあるものと認められる。 
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